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特集２

▲大阪大学大学院工学研究科 
　環境・エネルギー工学専攻 福田 知弘 准教授

▲ジョージア工科大学建築学部
　 マテゥー・スウォーツ研究員

▲マギル大学建築学科長
　 マイケル・ジェムトラッド准教授

▲ザーイド大学ドバイ校総合科学部造形学科
    ロナルド・ホーカー准教授

▲ウィンストン・セーラム州立大学美術学科
    トーマス・タッカー・アシスタントプロフェッサー

▲ハーバード大学大学院デザインスクール
　博士課程 楢原太郎氏

▲ハーバード大学大学院デザインスクール
　　コスタス・タージディス准教授

▲ピサ大学土木工学科
　パウロ・フィアマ・アシスタントプロフェッサー

▲バーレーン大学工学部
　ワーイル・アブデルハミード助教授

▲チリ・カトリック大学建築・設計・都市研究学部
　クラウディオ・ラバルカ・モントーヤ准教授

▲カリフォルニア大学サンタバーバラ校
　メディア・アート技術研究大学院マーコス・ノヴァック教授

▲「World 16」代表　小林佳弘氏

▲明道大学数位設計学系 
　シェン・チャン・シー（施勝誠）専任助理教授

　英国ティーズサイド大学理工学部建設イノベー

ション研究センター（CCIR）長のナシュワン･ダー

ウッド教授は「エネルギー効率の高い建物のため

のシミュレーションと最適化」と題して講演。エネ

ルギー効率に優れた建設の実現に向けたシミュ

レーションおよび最適化技術の具体例として、建

物に関わるエネルギー情報のインテリジェントな

利用法を探るEU出資のプロジェクト「IntUBE」、お

よびそこでの自身の取り組みを紹介します。まず、

背景となるEUのエネルギー効率化策、それを受

けた2020年までのエネルギー消費量20％削減と

いうEUの目標に向けたソリューション開発を目指

すIntUBEの概要、全体像へと展開。そこで必要となるビジネスモデルや関連ツール、これまで

の開発成果と今後の取り組みについて説明します。

■「World 16」発表
　午後からの「World 16」の発表は、「World 8」発足当初より代表者としてその活動をリードす

る小林佳弘氏の司会で進められました。

　「World 16」最初の発表は、大阪大学大学院工学研究科環境・エネルギー工学専攻環境設

計情報学領域の福田知弘准教授による「建築とVRとの視点リンクによる都市プレゼンテーシ

ョン手法の開発」。大阪・中之島の1／300スケールの模型とVRモデルをリンク、模型にレーザ

ポインタで指示し、それをセンサが読み取ってVRに表示するという仕組みを開発。プロトタイ

プのデモを交え、模型とVRの長所を結び付けるシステムについて紹介しました。

　台湾の複数研究者によるグループプロジェクト「仮想世界のNEXT-GENE」については、グ

ループを代表して明道大学数位設計学系のシェン・チャン・シー（施勝誠）専任助理教授が発

表。台湾で国内外の建築家20人以上が参加し住宅を設計するプロジェクトにおいて、書を模

したデザインの家を提案するため、UC-win/Roadを使い構築したVR環境での村落や交通の

シミュレーション、建物の表現などを紹介。VRの有効性が認められたとしています。

 カナダのマギル大学建築学科長のマイケル・ジェムトラッド准教授の発表は「ターコット高速

道路インターチェンジ（IC）の改修デザインVRモデル」。モントリオールの重要なICの改修に当

たり、州・市政府や多様な地域の利害関係者の合意形成を図るプラットフォームの構築に

UC-win/Roadを利用。市域・ドライバー・近隣住民の3スケールを設定して必要なあらゆる情

報を盛り込み可視化した成果のアニメーションを紹介、次の展開にも触れます。

　米国の複数研究者によるグループプロジェクト「米国オーランド高速道路の擬似騒音解析と

形態合成」については、ジョージア工科大学建築学部のマテゥー・スウォーツ研究員が代表し

て発表。これはオーランド中心街にあるI-4（州際道路4号線）の橋梁地区を対象とする再開発

に焦点を当てた研究プロジェクト。学生とともに収集した現場のさまざまな情報を基に3Dモデ

ルを作成してUC-win/Roadにインポートし、各種交通シミュレーションを行ったプロセスやその

成果を通じた騒音の可視化などの取り組みについて解説しました。

　やはりグループプロジェクトの「18世紀におけるUAEでの歴史的町並み再現VR」については、

初めにUAEのザーイド大学ドバイ校総合科学部造形学科のロナルド・ホーカー准教授がラス・

アル・ハイマをはじめとするUAE北東部の歴史的地域に関する各種情報をUC-win/Roadによ

り3Dモデル化し、さらに多様な研究に繋げている取り組みを紹介。これを受けて、米国のウィ

ンストン・セーラム州立大学美術学科のトーマス・タッカー・アシスタントプロフェッサーはそこ

でのモデル作成のプロセスを技術面から解説。さらに実際の作業を担当した学生がビデオ出

演し、より詳細なテクニックについて説明しています。

　ハーバード大学大学院からはまず、デザインスクール博士課程の楢原太郎氏が「インタラク

ティブなデバイスとVRの連動システム構築」と題し、人間行動モデルの可視化などこれまでの

取り組みを振り返る中で、フィギュアのモーションに実際の人間からキャプチャした動作を導

入し、よりリアリスティックなフィギュアをUC-win/Road上で再現したプロジェクトに言及。今回

はさらにそれを当社とのプラグインの共同開発などを通じ、リアルタイムにシミュレーションと

UC-win/Roadを繋ぎ、リアルタイムなインタラクションを可能にした仕組みについて解説。その

もたらす新たな可能性への期待を述べます。

　次いで同大学院デザインスクールのコスタス・タージディス准教授は、ランダムサーチを繰り

返す中で最終的に解を求めようというデザインのアプローチを説きます。その間に各種のソリ

ューションをUC-win/Roadに適用し、可能性を探りながら評価を行い、ベストなものを選んで

いく。最適化に当たっては問題を階層化して並列処理し、UC-win/Roadで表示していく、とい

った手順を単純化した形状や家、道路ネットワークを例に解説しました。

　休憩を挟んで最初の発表は、イタリアのピサ大学土木工学科のパウロ・フィアマ・アシスタン

トプロフェッサーによる「イタリア・ピサの再計画のVR化」。ピサの斜塔近郊の歴史的な街並み

を含むエリアの再構築計画に向け、当該エリアの3Dモデルを作成。さらにそれらを基にUC-

win/Roadを使って再計画がもたらす景観および市街の交通流をシミュレーション。その成果

への評価とともに、今後更なる活用を進めていく考えを述べます。

　バーレーン大学工学部およびエジプトのサウスバレー大学ルクソール校美術学部のワーイ

ル・アブデルハミード・アシスタントプロフェッサーは複数研究者とのグループプロジェクト「英

国一般住宅での断熱材と断熱効果のVR化」について代表して発表。英国の歴史的価値のあ

る建物が多数エネルギー効率向上のための改築を迫られる中で、さまざまな制約に対して

UC-win/RoadによるVR化や建設のマイクロシミュレーションを通じ、科学的・全体的アプロー

チを試みた取り組みを紹介しています。

　チリ・カトリック大学建築・設計・都市研究学部のクラウディオ・ラバルカ・モントーヤ准教授

は「都市モデリングとVRウォークスルー」と題し、テレビの天気番組用に現在取り組んでいる

プロジェクトを紹介。これは一種の広告で、観光客に人気のある全国の都市を3Dモデルで表

現し、リアルタイムで提供しようというもの。一連の作業工程やプログラムの構成についてデ

モを交えて具体的に説明。UC-win/Roadはベースモデルの作成などに利用しているほか、継

続的に更なる活用の可能性を探っていきたいとしています。

　「World 16」発表の最後は、代表の小林佳弘氏

がまず、「World 16」プロジェクトの構想や一年間

にわたった活動を振り返り、実質的に二期目とな

る今回プロジェクトでは着実に質の高い研究成果

に繋がってきたとの見方を述べます。また、その

中から浮かび上がった課題を受け、プロジェクト

の新たな展開方向にも言及します。引き続き自身

の研究については「VRモデリングのデータ交換ツ

ール開発」と題し、今回開発された3DSMax用プラ

グインの機能や仕組み、その操作手順や利用例

を解説しました。

　その後、今回シンポジウムのクロージングとなるプレゼンテーションとして、FORUM8ヨーロッ

パGMのブレンダン・ハファーティが3D・VRのマーケティングについて講演。今後の市場展開

やそこでのポイントなどに対する見方を述べました。

　すべての講演を終えたところで、

「World 16」の研究成果に対するア

カデミー奨励賞が福田知弘氏、マイ

ケル・ジェムトラッド氏、マテゥー・ス

ウォーツ氏（グループプロジェクト）、

楢原太郎氏の皆さんに贈られました。

　さらに、シンポジウム終了後は、「数

値シミュレーションで考える構造解析」

の出版記念パーティを兼ね、交流

の場としてネットワーキング･パーテ

ィを開催、多くの皆様にご参加いた

だきました。有意義な機会となりま

したことを重ねてお礼申し上げます。

▲英国ティーズサイド大学
   ナシュワン・ダーウッド教授
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